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も重要なポイントであるo そのためには、抗原提示細胞 (APC) などの標的細胞で抗原特異的な免疫を誘導できる
抗原遺伝子の発現量と発現期間を確保し、抗原特異的な細胞傷害性 T細胞 (CTL) を効率よく活性化できる DNA ワ
クチンベクターの開発が重要である o 実際、本研究では、膜融合リボソームが、他の非ウイルスベクターに比べ













ない臓器還流法が主流となってくる。そこで著者は、 in vivo 直接投与した際、膜融合リポソームより安全かっ生体
内で安定に作用する新規遺伝子導入ベクターを開発する目的で、溶血作用を示さず細胞とのみ効率よく融合する Ve­
sicular Stomatitis Virus (VSV) の利用を試みた。 VSV とリポソームの融合体 (VSVーリポソーム)を開発・精製
し、その性質として、細胞傷害性が少なく、赤血球を溶血せず、血紫中で安定に存在できることが明らかとなった。













イブリッドベクタ一候補として VSV (Vesicular Stomatitis Virus) を利用した安全性の高い新規ベクターの開発を
試みた。その結果、以下の成果が得られた。
1 )膜融合リポソームは、抗原提示細胞に効率よく抗原発現プラスミド DNA を導入・発現させ、 MHC class 1 抗原
提示経路に送達できることを明らかにした。
2 )膜融合リポソームは、効果的に Th 1 および Th 2 へルパーT 細胞を誘導することを示した。
3 )膜融合リポソームは、細胞性免疫、体液性免疫の両免疫システムを持続的かっ効率よく誘導する DNA ワクチン
ベクターであり、腫蕩免疫に対しても応用可能であることを示した。
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